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令和８年度 一般社団法人やまがたアルカディア観光局 事業計画（案） 
 

自  令和８年４月  １日 

至  令和９年３月３１日 

 

当観光局は、令和 7 年 3 月 内閣府の「新しい地方経済・生活環境創生交付金（第二世代交付

金）」の採択を受け、安定した財源確保のもと、国、県が進める施策に呼応して、「欧米豪の富

裕層を中心とした誘客」に大きく舵を切った年でした。 

 政府統計では、インバウンド客数は 2025 年に政府目標の年間 4 千万人を超え、その消費額は

8.1 兆円となり財務省貿易統計の産業別輸出額では、自動車輸出に次ぐ 2 位となり半導体電子部

品産業を抜きました。自動車産業同様、観光業は、そのすそ野が広いので観光客が増えると地域

経済が潤うという構図があります。一方でインバウンド客の現状は、いわゆるゴールデンルート

（東京、大阪、京都等の主要都市）に集中しており、東北 6 県合わせても、全体の 1.6％（観光

庁統計客数）にしかなっていないのが実態です。 

これを解決するために、観光庁は令和 8年度 積極的にインバウンド客の地方分散を計るべく、

各種補助金事業を開始予定で、これに当観光局も応募してアルカディアエリアへの誘客を推進し

て参ります。ここ数年の当観光局の積極的な活動は、観光庁、東北運輸局、東北観光推進機構、

山形県等から高い評価を受け、太いパイプもでき有形無形のご支援を受けられております。 

また観光局の予算で、インバウンド向け営業戦略立案、営業支援、PRサポート等を協力いただ

く専門家として株式会社みたて（代表取締役社長 庄司英生）を指名し、3 年間伴走いただくこ

ととなりました。山形県では、すでに銀山温泉、山寺、蔵王、出羽三山等がインバウンド向け先

進事例になりつつありますが、米沢市の DMO である「プラットヨネザワ株式会社」と連携し、置

賜地域での回遊と出羽三山エリアの DMO「一般社団法人 DEGAM 鶴岡ツーリズムビューロー」とも

連携し米沢→アルカディアエリア→出羽三山といった一筆書きの観光ルートを設定し、インバウ

ンド客やインバウンド向け専門のランドオペレーターが誘客しやすい営業に努めて参ります。 

また受入体制整備の一環として、インバウンド受け入れの重要要素である、観光外国語ガイド

育成事業を本格化します。本年度は、外国語に堪能な当エリアの 11 名を対象に、国の認定を受

ける「地域通訳案内士」制度を長井市から申請し、資格を有したガイドによる安心安全な旅を楽

しんでもらう仕組み作りをします。こういった体制整備と並行して大事なのは、旅のストーリー

作りといわれています。東京や京都は行くけど「どうして山形に行く価値があるの？」という疑

問を解消する理由付けがないと誘客は絵に描いた餅になってしまいます。これを一言で説明でき

るキャッチコピーが必要なのですが、前述の㈱みたてから、「Northern soul」（ノーザンソウ

ル：直訳：北の精神）という提案を受け、これの普及に努めて参ります。 

 

今年度の方針骨子としては、昨年同様下記 4点を掲げます。 

（１）インバウンド客、特に欧米豪を中心とした誘客（BtoB メイン、デジタルで BtoC も、ラン

ドオペレーターとの連携による販路を確立し、売上実績を積む。観光外国語ガイド養成に取り組

み、インバウンド受け入れ体制の整備） 

（２）開発済み国内向け旅行商品のブラッシュアップで高付加価値化し、準富裕層に向けた商品

に昇華させ売上実績を積む 

（３）野川まなび館の拠点整備と関連事業のブラッシュアップ 

（４）その他（インバウンド台湾客の継続拡大、国内商品の優先順位を付けた選別対応） 
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◆基本理念  「住んでよし、訪れてよしの 地域が自慢できる観光地域づくり」 

 

◆目 的 

長井市・南陽市・白鷹町・飯豊町・小国町の観光地域づくりを推進するため、地域の多様な

事業者や住民が一体となり、豊かな地域資源を活用した滞在交流型観光等を企画・運営し、広

く地域の魅力を発信するとともに、地域資源の磨き上げと来訪者の受入システムを構築するこ

とで、持続的な活力ある地域の発展に寄与することを目的とします。その先には、交流人口・

関係人口の拡大につなげ、さらに雇用の場を創出し移住定住者の増加を目指し、若い人が住み

続けられる地域をつくろうとするものです。 

 

◆目標と戦略   

 １.自立した組織運営 

・自走に向けた収益の確保（何が何でも自前で稼ぐのではなく柱の収益を確立した上でマーケ

ティング・PR 機能を域内パートナーに提供） 

 

２.観光局の取組による地域内の経済波及効果の拡大 

・お客様（旅行者）を地域内に誘導する 

・お客様（旅行者）の域内消費をドライブする 

・お客様（旅行者）を通過型消費から滞在型消費へ（ナイトエコノミーの増大）誘導  

 

３.交流人口と関係人口の拡大 

・お客様（旅行者）のリピート化（ファンの獲得）とリピート率の増大 

 

４.各関係団体との連携の強化 

・地域連携 DMO の効果分析・推進（DMP データの積極活用）によるデータ提供 

・行政、観光協会、民間事業者等地域一体で課題共有し、戦略と事業実現を展開し観光局の存在

意義が域内パートナーにより認められる 

 

◆ミッション 「東洋のアルカディアを子どもたちへ」 

私たちは、この地に住む人、働く人、訪れる人とともに、精神的にも経済的に

も幸福度の高い地域をつくりあげ、次世代につないでいきます。 

 

◆ビジョン  「日本最強のローカル」 

～豊かな風土、持続可能なコミュニティ、いつでも帰れる、 

みんなを迎えられる心のふるさとやまがた～ 

 

◆ブランドコンセプト 「やまがたアルカディア～新たな自分に出逢える郷山」 

 

◆ターゲット 有名な観光地はもう行き尽くして、田舎で地域の人と触れ合ったり、地域の文化

をじっくり味わいたいという探求心があり、第二の故郷としてこの地域を再び訪

れてくれる大人の女性。 
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□やまがたアルカディア観光局の KPI について  
 

 ◆第二世代交付金対象事業の重要業績評価指標 KPI（令和 7 年度～令和９年度） 

①地域の観光消費額（単位：千円） 
集計手法：域内の来訪者満足度調査(トラベラーインサイト報告書)による当該年度の観光消費額を基に、旅行商

品での取扱い人数を乗じた数値を集計。（※R7年平均単価 日帰り 9,789円／人 宿泊 36,199円／人で算出） 

準富裕層宿泊者は、旅行消費額の下限 10 万円/人とし、それに旅行商品での取扱い人数を乗じた数値を集計 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 ― ― 65,563 109,932 158,951 

実 績 ― ― 47,396   

目標値比率 ― ― 72.3%   

前年度比率 ― ―    
 

②旅行業等による売上額（単位：千円） ※①令和元年度～令和５年度の地方創生交付金の目標値 

                                    (参考)令和 4年度実績 33,937 

  令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 ※①107,353 38,000 36,400 9,950 70,700 

実 績 22,812 30,197 33,824   

目標値比率 21.2％ 74.5％ 92.9％   

前年度比率 67.2％ 132.3％ 112.0％   

 

③欧米豪に向けた商品造成数 
  集計手法：海外 OTAに掲載した欧米豪向け着地型旅行商品数と、欧米豪の旅行会社経由によるタイアップ商

品の造成数を加算したものを集計 

  令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 ― ― 13 26 46 

実 績 ― ― 13   

目標値比率 ― ― 100.0%   

前年度比率 ― ― ―   

 

◆継続 KPI（令和元年度～令和５年度の地方創生交付金 KPI からの継続） 

④旅行商品催行数（単位：回）                (参考)令和 4年度実績 432 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 441 420 336 482 712 

実 績 292 313 213   

目標値比率 66.2％ 78.5％ 63.4％   

前年度比率 67.6％ 107.1％ 68.0％   

 

 

⑤旅行商品等で宿泊を伴う旅行をした人数（単位：人） 
(参考)令和 4 年度実績 315 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 579 225 313 1,149 1,955 

実 績 295 413 437   

目標値比率 50.9％ 183.5％ 139.6％   

前年度比率 93.6％ 139.5％ 105.8％   
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⑥会員数（単位：人・団体）                   令和 4年度実績 73       

※①令和元年度～令和５年度の地方創生交付金の目標値         ※②令和 7年度は 2月迄の実績額 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 ※➀189 75 80 85 93 

実 績 77 79 80   

目標値比率 40.7％ 105.3％ 100％   

前年度比率 105.4％ 102.5％ 101.2％   

 

◆登録 DMO 必須 KPI  

⑦旅行消費額（単位：百万円） 

集計手法：山形県観光者数調査の数値を適用（令和 7 年度は令和 8 年 10月発表の数値を適用） 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 8 年度 

目標値 75,240 77,045 79,510 80,305 81,108 

実 績 72,304 73,047    

目標値比率 96.0％ 94.8％    

前年度比率 113.9％ 101.0％    

 

⑧延べ宿泊者数（単位：人）                (参考)令和 4年度実績 169,316    

集計手法：5市町の各行政から集約した数値を適用（7月以降調査） 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 172,025 175,800 181,050 182,860 184,650 

実 績 150,667 150,649    

目標値比率 87.6％ 85.7％    

前年度比率 101.7％ 99.9％    

 

⑨来訪者満足度（単位：％）                  (参考)令和 4年度実績 37.7 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 28 29 30 43 44 

実 績 42.5 41.7 41.7   

目標値比率 151.8％ 143.8％ 139%   

前年度比率 112.7％ 98.1％ 100%   

 

⑩リピーター率（単位：％）                  令和 4年度実績 68.8  

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

目標値 66 67 68 69 70 

実 績 66.9 67.3 67.9   

目標値比率 101.4％ 100.4％ 99.9%   

前年度比率 97.2％ 100.6％ 100.9%   

⑨⑩の集計手法：㈱アンド・ディの来訪者満足度調査結果に基づく。令和 7年度の調査期間は令和 7年 

1月～12月。 
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１. 新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）事業  

事業費：87,173千円 

 

（１）インバウンド誘客に向けた受入体制・商品造成販売事業：43,560千円 

①欧米豪向け受入体制整備事業：26,802千円  

（長井市：20,450千円、南陽市、白鷹町、飯豊町、小国町：1,588 千円） 

【事業概要】 

欧米豪インバウンド旅行者の富裕層・準富裕層を対象とした高付加価値観光コンテンツの造

成・磨き上げを行う。欧州からの受入実績が豊富な全国 DMO である㈱みたての助言のもと、地

域住民と連携しながら地域独自の観光資源を活かしたモデルコースを構築する。さらに、令和

7 年度の成果（令和 8 年度以降の戦略・戦術）を踏まえてプロダクトを開発するとともに、既

存コンテンツのブラッシュアップ、地域 DMCやガイドの発掘、手配体制の構築にも取り組む。 

・コンテンツ造成販売にかかる人材人件費 15,106 千円 

 ・コンテンツ造成に関わる経費・機器リース等事務経費（謝金、消耗品、各種リース料、 

燃料費、印刷製本通信費、保険料、手数料、会議費、委託料等）5,104 千円 

 ・プロダクト開発・プロダクトマニュアル制作経費 4,950 千円 

 ・旅行商品造成での受入体制の整備 1,642千円 

 

②欧米豪向け商品造成・プロモーション事業：16,758 千円 

  （長井市：16,502 千円、南陽市、白鷹町、飯豊町、小国町：64 千円） 

【事業概要】 

欧米豪インバウンド旅行者向け旅行商品の販売に向け、㈱みたてと連携し、現地旅行会社の

ニーズを踏まえた商品開発と受入体制の整備を行う。あわせて海外主要メディアや旅行会社を

活用し、広く世界に情報発信を行う。海外の旅行会社専用窓口の設置の委託や商談会用の旅行

商品パンフレットを制作し、海外プロモーションを強化する。 

・ 欧米豪旅行商品造成、市場調査：2,640 千円 

・プロモーション事業：12,718 千円    

    欧米豪問い合わせ窓口（英国側、日本側）の設置、欧米豪受入に向けた旅行商品パンフレッ

ト制作、訪日メディア等プロモーション 

・視察対応：1,000 千円 

・台湾出張旅費：400 千円 

 

（２）国内準富裕層向け高付加価値化商品造成事業：28,727千円 

（長井市：20,251千円、南陽市、白鷹町、飯豊町、小国町：2,119 千円） 

【事業概要】 

   国内準富裕層旅行者向けの高付加価値商品を造成するため、地域の観光資源の磨き上げと受

入体制の整備を行う。特に、伝統文化である黒獅子の体験コンテンツ化など、地域の風土や暮

らしを体験できるプログラムを地域住民と協働で造成し、当地ならではの体験や関連する土産

品の開発を進める。プログラムでは地域の人々との交流を重視し、かつて「東洋のアルカディ

ア」と称されたこの地の魅力を感じられる体験を造成する。欧米豪向け商品の国内 FIT 向け受

入体制を整備するとともに、新 DMO 登録要件に対応した域内住民意識調査を実施する。 

 

①伝統文化体験プログラム等造成・磨き上げ事業：16,178千円 

・コンテンツ造成販売にかかる人材人件費：11,570 千円 

・アドバイザー費：360千円 

・コンテンツ造成にかかる消耗品・機器リース等事務経費（消耗品、燃料費、車両リース料、

通信費、印刷製本費、会議費等）：1,217 千円 

・戦略会議プロジェクトチーム活動費：400 千円 

・精神・文化・伝統工芸継承・体験プログラム化事業：2,631 千円 
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②国内向け営業・プロモーション事業：8,076千円 

・プロモーション専門人件費 5,914 千円 

・プロモーション費（SNS 広告、PRTimes 掲載）：1,450 千円 

・営業旅費：347 千円   

・JR 東日本との連携事業：365 千円 

 

③域内観光客データを活用したマーケティング事業：1,690 千円 

・来訪者満足度調査事業費：1,600千円 

・東北観光 DMP：90 千円 

  

④ホームページ構築・運用管理費：2,783 千円 

・EC サイト管理費等 2,563 千円   

・オフィシャル HP 修正作業 220 千円 

   

（３）組織の強みとなる自社商品販売拠点強化事業：14,886千円 

（長井市：13,970千円、南陽市、白鷹町、飯豊町、小国町：229 千円） 

①自社商品販売拠点強化事業：13,500千円 

【事業概要】 

野川まなび館における体験事業などのコンテンツを強化し、組織の収益事業の柱の一つとし

て確立する。交付金事業 2 年目は、道照寺平スキー場の平日の閑散時間帯をプライベートゲレン

デとして活用する高付加価値化事業や、当地の田園風景を活かし、春の水田、夏の緑、秋の稲

穂、冬の雪原を五感で楽しみながら食や人との交流を体験するツアーのブラッシュアップを行

う。あわせて、水陸両用バスの野川まなび館発着の付加価値を高めた運行内容の改善と商品販売

を行う。 

・道照寺平スキー場活用事業経費：300 千円 

・アルカディア地域を象徴する田園風景を五感で楽しむウォーキング事業：200千円   

・水陸両用バス運行事業：13,000千円（長井市） 

 

②モンベル連携事業：1,386 千円 

【事業概要】 

モンベルと連携したプロモーションを通じて、国内外のアクティビティ愛好家における認知

度向上を目指す。 

・モンベルフレンドエリア登録料 1,144 千円   

・フレンドフェア出店経費 242 千円 

 

２.収益事業 

欧米豪インバウンド旅行客向け旅行商品の販売に向け、㈱みたてと連携し、現地旅行会社の

ニーズを踏まえた旅行商品開発と受入体制の整備を進める。昨年度はイギリスに拠点を置く

マーケティング会社の Japan-san の現地視察や海外旅行会社の FAM ツアーを経て、戦略立案、

コンセプト設計、ジェシー・エフロン氏（海の京都 DMO）による DMO監査を行った。今年度

は、それらを基に、旅行会社が顧客に販売しやすいプロダクト（旅行商品）を開発するととも

に、置賜地区の問い合わせ窓口の設置や外国語ガイドの整備などの受入体制の整備を行う。ま

た、PR を本格化し、取り扱い旅行会社への販路拡大に取り組み、販売額の拡大と収益の確保

による「自走できる DMO」を目指すと共に、アルカディア地域への多くの誘客による経済波及

効果の拡大を目指す。 
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【令和 8年度 旅行等販売目標額】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①滞在型旅行商品・滞在プログラム商品（販売目標額：14,300 千円） 

欧米豪インバウンド旅行者と国内準富裕層旅行者をターゲットに、地域内の各関係事業者と

連携しながら、既存プロダクトのブラッシュアップ、新規プロダクトの開発を行い、“当地区

を訪れるべき理由”となる 5 市町の特色ある魅力的なプロダクトイン型の旅行商品、体験プロ

グラムを造成する。さらに FIT（個人旅行者）の誘客に向けて、海外 OTA（Online Travel 

Agency）への掲載を進めるとともに、SNS 等を活用して購買層に訴求力のある効果的なプロ

モーションや PR を展開し、販売につなげる。 

 

【滞在交流旅行商品等の販売目標内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

【販売予定の主な旅行商品】 

長井市 

   ・山岳活用商品   ：熊野山絶景夜明けトレック 

   ・交流目的の商品  ：農家れすとらんなごみ庵 郷土料理を一緒に作る旅 

・歴史、文化の商品：街歩きと旧丸大扇屋新座敷長井舟運御前貸切昼食プラン 

   南陽市 

   ・歴史、文化の商品：巫女体験・神主体験・巫女舞体験 

   ・自然活用の商品 ：絶景パノラマビュー 十分一山スノートレッキング 

   白鷹町 

   ・歴史、文化の商品：地域で守る伝統工芸に触れる旅 深山和紙 楮ふかし体験 

    ・伝統工芸活用商品：日本一の生産量を誇る白鷹町で紅花収穫体験ツアー 

   飯豊町 

   ・農業活用商品    ：雪室施設商品 

   ・産業活用の商品  ：飯豊町「ながめやまバイオガス発電所」視察プラン 

   小国町 

・山岳・自然の商品：ブナの森リトリートツアー 

・伝統工芸活用商品：朝日連峰山開き登山、つる細工講習会など 

広 域 

・山形鉄道貸切車両を活用した商品など 

項 目 催行数 人数 販売額（千円） 

滞在交流旅行商品等 225 3,145 14,300 

ランドオペレーター業 102 5,200 16,550 

受注型企画旅行・手配旅行 40 400 3,500 

水陸両用バス運行事業 115 4,000 13,000 

お土産・オリジナル商品等 ― ― 2,600 

合 計 482 12,745 49,950 

項 目 催行数 人数 販売額（千円） 

国内 準富裕層向け 滞在交流型旅行商品等 20 100 1,500 

国内 一般向け 滞在交流型旅行商品等 115 2,045 9,000 

海外 欧米豪等 滞在交流型旅行商品等 10 100 1,600 

野川まなび館アクティビティ旅行商品等 80 800 2,200 

合 計 225 3,145 14,300 
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②ランドオペレーター業（エージェントタイアップ） （販売目標額：16,550千円） 

国内外の旅行会社への営業活動や商談会を通じて、エージェントとのタイアップによる受注

獲得を目指すとともに、海外旅行会社向けには、プロダクト・マニュアル（ツアー造成指南

書）やプロダクト・ライブラリーを整備し、旅行会社が顧客に販売しやすい形で情報を提供す

ることで販路拡大と誘客促進を図る。 

 

【食事施設、見学施設・箇所、宿泊施設への誘客】 

   長井市：タスパークホテル長井、はぎ苑、山形鉄道、あやめ公園、文教の杜ながい、 

農家れすとらんなごみ庵、ジュアン、獅子宿燻亭、斎藤製麩所、SPIKe など 

南陽市：赤湯温泉の各宿泊施設、レストラン味処四季彩、熊野大社、夕鶴の里資料館、 

烏帽子山公園、松田観光果樹園、紫金園、双松バラ園、十分一山など     

   白鷹町：NIPPONIA白鷹源内邸、パレス松風、木林森カフェ B＆B、あゆ茶屋、 

いきいき深山郷 のどか村、山峡紅の里、深山和紙など 

   飯豊町：白川荘、中津川農家民宿、HOTEL SLOW VILLAGE 、しらさぎ荘、 

めざみの里観光物産館など、白川湖岸公園、どんでん平ゆり園 

小国町：りふれ、飯豊梅花皮荘、民宿奥川入、道の駅白い森おぐに、 

森林セラピー基地「温身平」、健康の森横根、横川ダム、黒沢峠など 

 

   【ランドオペレーター業の販売目標内訳】   

 

   

 

 

 

③受注型企画旅行・手配旅行 （販売目標額：3,500 千円） 

 顧客からの依頼による旅行企画、宿泊、食事、見学等の手配を行い域内の経済波及効果拡大

に努める。 

 

④水陸両用バス運行事業 （販売目標額：13,000千円）  

     長井市、長井ダム管理支所や他の関係機関の協力を得ながら運行を予定する。 

 

⑤お土産品、オリジナル商品等の企画・販売 （販売目標額：2,600千円） 

旅行者、訪問者に向けてアルカディアエリアならではのお土産品を企画、販売をすることで

収益確保に努めながら、当地域のブランド力向上を目指す。 

  ・アルカディア手ぬぐい  

道の駅川のみなと長井、ゆーなびからころ館、道の駅いいでめざみの里物産館、 

道の駅白鷹ヤナ公園、おぐに白い森、山形座滝波、Zao Onsen 高湯堂での店頭販売の他

ポータルサイト上での通信販売を継続。 

  ・はちみつプロジェクト 

    長井市「三淵のはちみつ」、南陽市「十分一山のはちみつ」、白鷹町「紅花畑のはちみ

つ」を継続販売。 

・レンタサイクル(電動自転車、普通自転車、クロスバイク)の貸出 

・野川まなび館での物販販売 

モンベル商品 アルカディアオリジナル商品の販売 

 

⑥長井ダム周辺を活用したアクティビティ 

・水陸両用バス運行事業 

・野川まなび館アクティビティ体験コンテンツ事業 

  ・いいでカヌークラブ、最上川リバーツーリズムネットワークとの連携    

項 目 催行数 人数 販売額（千円） 

国内 ランドオペレーター 79 4,200 11,550 

海外 欧米豪等ランドオペレーター 23 1,000 5,000 

合 計 102 5,200 16,550 
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３．インバウンドの受入整備と促進 

（１）第二世代交付金 インバウンド誘客に向けた受入体制・商品造成販売事業 

        前項に記載 

 

（２）山形県置賜地域通訳案内士の育成研修 

          長井市を実施主体とし、小国町、南陽市、白鷹町、飯豊町の域内５市町で「山形県置

賜地域通訳案内士」の登録を予定しており、当観光局は長井市から委託を受け、登録要件と

なる育成研修（全 47 時間）を実施する。 

 

【研修予定】 

第 1 回 6 月 5 日（金）オリエンテーション・コミュニケーション、ホスピタリティスキル 

第 2 回 6 月 26 日（金）長井市、南陽市の地理・歴史・文化観光に関する知識の習得  

第 3 回 7 月 14 日（火）飯豊町、小国町の地理・歴史・文化観光に関する知識の習得  

第 4 回 7 月 31 日（金）白鷹町の地理・歴史・文化観光に関する知識の習得 

第 5 回 8 月 18 日（火）又は 8月 25 日（火）語学研修 

第 6 回 9 月 18 日（金）長井市、白鷹町で実施されるツアーや観光コンテンツの実地研修 

第 7 回 10月 9 日（金）飯豊町、小国町で実施されるツアーや観光コンテンツの実地研修 

第 8 回 11月 6 日（金）又は 11月 13 日（金）旅程管理研修  

第 9 回 12月 4 日（金）救命措置 実地研修   

試 験 1 月 15 日（金）修了試験（全研修修了者のみ）  

    ※受講者は試験合格後に長井市に登録申請を行い「山形県置賜地域通訳案内士登録証」が交

付される。 

 

（３）置賜地域インバウンド促進会議（台湾セールスプロモーション） 

  置賜地域インバウンド促進会議と連携して、台湾セールスプロモーションを行い、誘客推 

進を図る。また FIT へのマーケティング（アンケートの実施等）を行う。 

 

４．連携事業等 

(１) NTT 東日本グループとの連携 

    昨年度、長井市から地域観光魅力向上事業の委託を受け取り組んだ越境研修ツアーの本格

販売に向け NTT 東日本グループと協議を継続する。地域の魅力や地域課題に触れた人が、地

域への関心を高め今後も継続して関りを持ってくれる交流人口拡大を目指す。 

 

(２)やまがたインバウンド協議会、山形県観光物産協会との連携 

山形県が目指す住民の暮らしの向上と持続可能な観光地域づくりに向けて、高付加価値な

インバウンド観光地づくりのワーキンググループに参加し、コンテンツ開発・磨き上げやプ

ロガイド育成研修に取り組む。 

 

（３）東北観光推進機構、東北運輸局との連携 

東北観光推進機構、東北運輸局と連携を密にし、積極的な情報収集に努める。 

東北観光 DMP を活用し、域内の戦略立案や打ち手の検討、効果的なプロモーション、受入環

境整備を図る。 

 

(４) 山形県内の DMO との連携 
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      プラットヨネザワ㈱、(一社)DEGAM 鶴岡ツーリズムビューローと定期的に情報共有を図

り、山形県内 DMO 同士の連携を強化し、置賜と出羽三山を結ぶ周遊・長期滞在ルートの確立

を目指す。 

(５) 山形鉄道フラワー長井線を活用した連携事業 

これまで山形鉄道と連携して実施した企画列車はいずれも高い集客率であり高評価であっ

た。山形鉄道と継続して連携し魅力的なプラン造成を行い、当地域への交流人口拡大と収益

確保を図る。 

 

(６)その他の連携 

JR 東日本、ふるさと長井会、山形銀行、ANA あきんど庄内支店など 

 

５．観光庁補助事業 

  「観光需要分散のための地域観光資源のコンテンツ化促進事業」への申請 

  【事業概要】 

  地域観光魅力向上事業で確立した「黒獅子体験」の磨き上げを実施し、出羽の古道の置賜

ルート「道
どう

智道
ち み ち

」を精神文化トレイルとして再興し AT 向けに商品を造成する。出羽三山と連

携した営業・誘客を実施し著名精神トレイルに集中する需要分散を狙う。 

   

６．委託事業等 

（１）道の駅川のみなと長井運営事業 

・観光案内所委託事業 

・まちなか誘導策の実施 

・レンタサイクル、二次交通の整備 

・旅行会社バスツアーの立寄りの促進 

 

（２）野川まなび館運営業務委託事業 

   魅力ある長井ダム周辺観光拠点の一つである野川まなび館において、長井ダム周辺の山 

岳・河川観光などの各種観光事業を充実させ誘客を図るとともに、野川まなび館の利用拡大

を目指す。  

 

（３）最上川こいで河川公園釜場使用申請受付業務委託事業 

最上川こいで河川公園釜場の使用受付業務を受託。長井市及び道の駅川のみなと長井と一 

体となった PR を行い、誘客促進を図る。 

 

（４）地域おこし協力隊活動支援業務委託事業 

①観光魅力創造・発信活動業務 

地域おこし協力隊制度を活用し、観光コンテンツの掘り起こし及び磨き上げや旅行商品の造

成行う。また、WEB サイトや SNS 等を活用した情報発信の強化を通じて、観光客や関係人口の

増加を図り、地域の活性化を図る。 

②インバウンド観光振興活動業務 
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地域おこし協力隊制度を活用し、近年増加傾向にある欧米豪地域からのインバウンド観光客

の受入環境整備と誘客の最大化を目的として、体験型旅行商品の造成及び地域の知名度向上、

外国語対応による旅行者等の受入れ業務等に取り組む。地域全体の認知度向上、滞在型観光の

促進、観光消費の拡大を図り、持続可能な観光地域づくりの実現を図る。 

③アクティビティ観光推進活動業務 

     地域おこし協力隊制度を活用し、長井ダム「ながい百秋湖」を中心としたアクティビティ

観光コンテンツを強化し、持続可能な実施体制を確立し、誘客促進による地域の活性化を図

る。 

 

７．各種会議の開催と会員拡大（法人運営） 

（１）社員総会の開催 

日時：6 月予定 

会場：未定 

 

（２）理事会の開催 

      日時：5 月、6 月、9 月、12月、3 月 

      会場：タスパークホテル長井を予定 

 

（３）戦略会議、コアメンバー会議の開催等 

戦略会議の事前打合せ会議であるコアメンバー会議を事業の共有や検証の場として、隔月

開催する。メンバー全員で地域間の情報共有や様々な課題解決、学びの場とする戦略会議を

隔月各市町持ち回りにより開催する。 

 

 (４) 地域連携 DMO 行政担当課長・担当者合同会議の開催 

各市町の担当課長、担当者合同の会議を定期的に開催し、各市町間の情報共有や各種事業

進捗の報告を行う。また今後の各市町の負担割合等の確認をしながら、相互の意思の疎通を

深める。 

 

(５) 会員サービスの提供と会員拡大 

会員の皆様に対し、積極的な情報発信を行い、誘客やお客様を迎えるための体制を一緒に

整備していく。また会員優待としてノベルティ配付等を行い、会員サービスの充実を図る。 

地域内の連携を強くし、一体となって観光まちづくりを進めるため、旅行商品の企画や商品

開発、観光ポータルサイトに掲載する記事の取材等を通して、積極的に広域の事業者と関わ

り、新規会員の加入を促進する。 
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令和8年度
予算額

令和7年度
予算額

増減 備  考

49,950 36,400 13,550
ランドオペレータ業 16,550 11,600 4,950
滞在交流型旅行商品等 14,300 19,200 △ 4,900
受注・手配型旅行 3,500 3,200 300
水陸両用バス運行事業 13,000 0 13,000
お土産品、オリジナル商品等販売事業 2,500 2,270 230
クーポン等事業 0 30 △ 30
レンタサイクル事業 100 100 0

（２）運営費補助金収入 6,994 2,467 4,527
長井市派遣職員人件費補助金 6,814 2,366 4,448
負担金一部 180 101 79

（３）各市町運営負担金 86,993 79,308 7,685
長井市負担金 70,993 63,308 7,685
南陽市負担金 4,000 4,000 0
白鷹町負担金 4,000 4,000 0
飯豊町負担金 4,000 4,000 0
小国町負担金 4,000 4,000 0

（４）委託事業収入 23,096 17,384 5,712
道の駅観光案内所委託料 2,161 2,161 0 観光案内所人件費・事務室賃料に充当

野川まなび館運営業務委託料 5,786 5,786 0
野川まなび館運営業務差額人件費 0 746 △ 746
最上川こいで河川公園釜場使用申請受付業務委託料 24 24 0
地域おこし協力隊　観光魅力創造・発信活動業務委託料 5,500 3,467 2,033 R7：8カ月/R8：12カ月

地域おこし協力隊　インバウンド観光振興活動業務委託料 5,500 0 5,500 R8：新規

地域おこし協力隊　アクティビティ観光推進活動業務委託料 4,125 5,200 △ 1,075 R7：12カ月/R8：8カ月

750 710 40
（６）雑収入 1 1 0

事業活動収入計 167,784 136,270 31,514

1,事業費支出

94,017 76,583 17,434
①旅行等事業実施支出 41,555 30,623 10,932

ランドオペレータ業 14,895 10,440 4,455
滞在交流型旅行商品等 10,795 15,575 △ 4,780
受注・手配型旅行 3,065 2,810 255
水陸両用バス事業・遊覧船事業　 11,000 0 11,000
お土産品、オリジナル商品等販売事業 1,757 1,670 87
クーポン等事業 0 85 △ 85
レンタサイクル事業 43 43 0

②第二世代交付金事業費支出 48,262 41,993 6,269
1）インバウンド誘客に向けた受入体制・商品造成販売事業 0
ア.欧米豪向け受入体制整備事業 6,592 5,127 1,465 人件費、管理費等を除く

・欧米豪向けプロダクト開発 4,950 0 4,950
・コンテンツ造成に係る販売事業費 1,642 2,312 △ 670
・アートによる既存観光コンテンツの高付加価値化事業 0 1,400 △ 1,400
・インバウンド対応ガイド育成事業 0 1,415 △ 1,415

イ.欧米豪向け商品造成・プロモーション事業 16,758 7,320 9,438
・欧米豪向け旅行商品造成事、市場調査 2,640 5,030 △ 2,390
・プロモーション事業 14,118 2,290 11,828

2)国内準富裕層向け高付加価値化商品造成事業 10,026 8,870 1,156
・伝統文化体験プログラム等造成・磨き上げ事業 3,391 1,925 1,466 人件費、管理費等を除く　

・国内向け営業・プロモーション事業 2,162 2,307 △ 145 プローション人件費を除く

・域内観光客データを活用したマーケティング事業 1,690 1,195 495
・ホームページ構築・運用管理費 2,783 3,443 △ 660
3）組織の強みとなる自社商品販売拠点強化事業 0
ア.自社商品販売拠点強化事業 14,886 20,676 △ 5,790
・野川まなび館拠点としたコンテンツ造成事業等 13,500 19,290 △ 5,790
イ.モンベル連携事業 1,386 1,386 0
③一般事業費支出 4,200 3,967 233
・旅行商品造成経費 0 1,667 △ 1,667
・災害対応経費 1,900 0 1,900 事業収入充当

・会員へのノベルティ製作費等 100 100 0 〃

・観光庁等各種事業経費 2,200 2,200 0 〃

 （1）事業収入

令和8年度 一般社団法人やまがたアルカディア観光局収支予算書 （案）

令和8年4月1日から令和9年3月31日まで
（単位：千円）

科　　　　目

■事業活動収入

（５）会費収入

■事業活動支出

（1）事業支出
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令和8年度
予算額

令和7年度
予算額

増減 備  考

(2)運営費補助金支出 6,814 2,366 4,448
派遣職員人件費給与手当 6,814 2,366 4,448

(３)委託事業支出 22,158 16,446 5,712
道の駅観光案内所人件費 1,247 1,247 0
野川まなび館運営業務委託料 5,786 5,786 0
野川まなび館運営業務差額人件費 0 746 △ 746
地域おこし協力隊　観光魅力創造・発信活動業務委託料 5,500 3,467 2,033
地域おこし協力隊　インバウンド観光振興活動業務委託料 5,500 0 5,500
地域おこし協力隊　アクティビティ観光推進活動業務委託料 4,125 5,200 △ 1,075

44,272 40,190 4,082
(１)人件費支出 34,752 32,045 2,707

観光局職員人件費 34,752 32,045 2,707 各市町負担金充当・事業収入充当

9,520 8,145 1,375
福利厚生費用（健康診断、互助会費等） 165 165 0 各市町負担金充当

車両リース料 1,418 668 750 〃

車両維持費 0 212 △ 212 〃

車両燃料費 212 212 0 〃

コピー機リース料 88 88 0 〃

コピー機使用料 381 381 0 〃

PCソフト利用料 127 127 0 〃

携帯電話使用料 242 242 0 〃

税理会計ソフトリース料 40 40 0 〃

会議費 227 227 0 〃

通信運搬費（郵送代） 220 220 0 〃

印刷製本費 282 282 0 〃

交際費　 290 290 0 事業収入充当

賃料（光熱水費）　 914 914 0 観光案内所委託料充当

全旅職員分保険料 82 82 0 各市町負担金充当

諸謝金（経理指導） 579 579 0 〃

諸謝金（労務指導） 0 220 △ 220
研修費（職員のDMO研修費） 957 0 957 各市町負担金充当

消耗品費 200 200 0 〃

負担金 526 526 0 一部長井市運営補助金充当

雑費（手数料等） 740 740 0 各市町負担金充当

法定福利費（労働保険料） 380 380 0 〃

租税公課 150 150 0 事業収入充当

消費税 1,300 1,200 100 〃

448 25 423 〃

75 660 △ 585 〃

167,784 136,270 31,514

当期収支差額 0 0 0

前期繰越収支差額 4,829 2,147 2,682

次期繰越収支差額 4,829 4,829 0

3,予備費

4,法人税等支出

事業支出計

科　　　　目

2,管理費支出

(２)管理費費支出
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令和 8年度 一般社団法人やまがたアルカディア観光局事務体制（案） 

                                                                         令和 8 年 4月 1 日  

 

  【組  織】  理 事 長          内谷 重治        

         副理事長           鷲見 孝 

                  専務理事         赤間 茂樹 

 

               事務局長（兼務）       赤間 茂樹 

                 事務局次長        沼澤    亨（総合職） 

               事務局次長        佐藤 和之（長井市派遣） 

 

総務管理係総務管理係長（兼務）     沼澤    亨                               

              総務管理係           鈴木    彩（専門員）  

   観光交流係観光交流係長（兼務）     佐藤 和之 

観光交流係主任             芳賀    啓（総合職） 

  観光交流係主事                    横山 朋美（長井市派遣） 

観光交流係                            ファム真未（専門員）※７月末退職 

                      内場 星矢（長井市地域おこし協力隊） 

    （野川まなび館担当）                            

観光交流係観光交流係長（兼務）     沼澤    亨 

観光交流係                              髙橋    司（専門員） 

※７月より地域おこし協力隊(山岳観光)、9月より地域おこし協力隊（インバウンド対応）の予定 

                           

 

 

                         赤間 茂樹                                                       

                                    

                                  沼澤    亨 

                                                       佐藤 和之 

                                           

 

 

 

係長（兼務）：沼澤 亨                    係長（兼務）：佐藤 和之 

    専門員：鈴木 彩                          主 任：芳賀 啓 

                          主 事：横山 朋美 

専門員：ファム真未※７月末退職 

                                地域おこし協力隊：内場 星矢    

≪野川まなび館担当≫ 

係長（兼務）：沼澤 亨 

専門員：高橋 司 

                     

 

事 務 局 長 

総 務 管 理 係 観 光 交 流 係 

事務局次長 

報告事項 ２ 

○常勤副理事長 1 名  

○常勤専務理事 1 名 

○長井市派遣職員２名、職員５名(４) 

○地域おこし協力隊 1名（３） 

                  計 10 名（11 名） 

※（）書きは最終人数 

 

 


